イラクの経済制裁について

私がイラクの経済制裁について考えてみようと思ったのは、たまたま見たテレビ番組からの影響である。その番組のタイトルは「ここが変だよ日本人」という番組であるが、その時に見た映像がショッキングだったので調べてみようと思った。
まず、yahooでイラクの経済制裁で検索した所、それほど数はなかったが、読み応えのある分が多々あった。

（１） 世界から見た経済制裁
党、軍部に対するフセイン政権の支配は相変わらず堅固であり、これらの支配組織の幹部の中には、国外亡命を選択する者はいても、反旗を翻す者が出現する可能性は少ない。ただ軍内部には政権の部族、親族重視志向が反映されており、軍内の部族対立がしばしば見られ、反政府行動に繋がる可能性は否定できない。社会全般においては、国内経済の悪化に伴い社会経済的不満は強まっているものの、それが大衆暴動に転化するほど政権の治安・監視能力が弱まっているわけではない。 
対外的には、特に周辺諸国との関係改善が目立つ。特に断交状態にあったシリアがイラクとの国境を15年間ぶりに開き、95年来反イラク姿勢を取ってきたヨルダンも、対イラク経済関係を重視して関係改善に向かっている。これらの動きは部分解除開始によるイラクとの交易拡大を期待してのことであるが、さらに中東和平交渉においてイスラエルとの対抗上アラブ諸国側がイラク復帰に期待しているとの要因もある。イラクはトルコのアラブ、イランへの脅威を梃子に、地域社会への復帰を望んでいるが、周辺諸国側の意図は限定的、経済利益優先のものにとどまる。 

国内経済は7年半にわたる経済制裁によって破綻をきたし、微々たる対ヨルダン、対トルコ交易に依存してきた。また従来の社会主義的経済体制はヤミ市場を中心とする野放図な自由経済に変貌し、中間層は瓦解、格差が広がった。部分解除の実施で多少の事態の改善が期待されたが、国連制裁委員会の厳格な監視、米国などの案件処理の遅れから食料、医薬品のイラク国内到着は大幅に遅れ、失望感が強まっている。

  他方米国は、依然としてイラクに対する敵対姿勢を崩していない。国連決議の完全履行ない間は制裁の完全解除はありえない、との原則を強調する一方で、政府高官がフセイン政権が存続する限り対イラク関係改善はない、とも発言している。しかし実際にフセイン政権転覆活動に積極的にテコ入れしているわけではなく、ポスト・フセイン体制に対する青写真も描けていない。弱体化して湾岸アラブ産油国に対する軍事的脅威とならない状態でフセイン政権を放置する、という消極的な選択にとどまっている。しばしば実行してきたイラクへの軍事的圧力も効果をあげず、現時点では米国の力瘤外交よりロシアの懐柔外交が、イラクを国連活動に協力させるケースが多い。

対イラク強硬姿勢を続ける英米と、制裁解除後のイラク経済に期待するロシア、仏、周辺アラブ諸国との亀裂が深まる中で、イラクは日本に対し、後者の役割を期待している。対イラク経済関係から見れば、日本は仏などと同様の対イラク債権国であり、イラクからの石油購入を期待する日本企業を石油契約から排除する形で、日本企業への圧力を強めている。

http://www.ide.go.jp/Japanese/Publishing/m62e00.html
 イラクも悲惨さとアメリカのイラクに対する敵意識が良くうかがえる。なぜ経済制裁をする必要があるのかという疑問に答えられるようなものではないが、英米の意見によってもたらされていることがよく分かる。それに対して、ロシア・フランスなどの国々はイギリス・アメリカの意見に反対してイラクの経済制裁を解こうと反論しているが、その甲斐もあまりなく「経済制裁の部分解除」までにしかこぎつけていない。

（2） イラクから見た経済制裁

－イラクは石油資源による富める国の一つで、八十パーセント食料と薬を輸入して来た。今回の戦後の経済封鎖により、ここ数年で百万人が飢えで死んだ。その半数は幼い子供達である。広島、長崎の五倍の爆弾を落とされた後、この殺戮が恒常化されている。貨幣価値の暴落で、社会安定も不能。国連によるこの制裁のため、どの家庭も、朝になると今日一日をどう過ごすのか、という事を考えている。クエートの問題は、法的公的に終わっているのに何故、制裁が除かれないのか？　いろいろの病気が国中を覆っている。何故なのか？－

－問題の中心は、石油利権の問題だ、と思う。イラクを含め、この地区は世界の石油の八十パーセントを産出している。アメリカのブラウン氏は、「世界の統制は石油の統制に在る」と云った。統制だけではなく、アメリカは安い石油を欲している。イラクとしては出来るだけ恒常的な値を提示している。不正な価格はよくない。オペックも一九九一年迄価格安定化を行って来た。アメリカは、石油の売却金がアメリカに投資されることを望み、その為の経済構造を造りたがっている。アメリカは、イラクやサウジアラビアを統制したがっている－http://www.pastelnet.or.jp/users/gyoken－/jyunrei95j3.htm 
このように、イラクの人から見ると「なぜ経済制裁をするのか？食料費も医療費も全くない状態で何をアメリカは期待しているのか？」という苦しみがうかがえる。このイラクのある人が言っている「アメリカは石油を統制したがっている」という言葉に驚かされた。確かに湾岸戦争後、日本の石油の価格が下がっていたのも事実であることからも分かる。石油産油国の発言力を弱めるためにこの経済制裁が必要だったのかもしれない。しかし、この経済制裁を解いたとき、OPECの発言力が強まり石油価格の高騰してしまうことを考えていないのであろうか。または、このまま経済制裁を解かず石油のためにイラク人民を抹殺してしまうのか。仮に後者だとするととても罪深いことであり、アメリカが世界から批判されることが目に見えていることである。世界各国がアメリカの考えをたださない限り、罪のない子供たちの死、そして民族の消滅が起こってしまうだろう。アメリカは、「気付かない殺戮」を行なっているのかもしれない。

（3） 日本人から見たイラクの経済制裁と湾岸戦争について

日本人はあの戦争についてとても誤った認識をしています。私も最近知ったことですが、「ペンタゴン」から流出した湾岸戦争に関する総括で、 あの戦争はフセインをしてアメリカが仕掛けた戦争だったこと。その目的は、来るべき２１世紀のエネルギー危機にたいし、どうしても中東付近の化石エネルギー権益を確保すべく米軍を駐留させたかったということ、だそうです。ならず者フセインはまんまと利用されたわけです。http://www.tamano.or.jp/usr/doctor/greeting.html
当たり前のことであるがアメリカはこのとき寸土も侵されていない。 

この戦争では、軍事目標のピンポイント攻撃の場面ばかりが TV で放送されて いたが、実際には通常爆弾による無差別攻撃が主体だった。結果としてイラク では軍民あわせて 5 万人以上の死者を出していが、アメリカには死 者はほとんどでていない。 

最高責任者であるはずのイラクのフセイン大統領はいまだに戦争責任を問われずに いる。(第二次世界大戦後の日本の天皇と酷似していますね。) 

こんなくだらない戦争に 90 億ドルも出費するなんて日本政府は馬鹿じゃない？ こういうのを「ドロボウに追い銭」というんじゃない？ 税金を返せという運動は当然ですね。

http://www.itakura.nuee.nagoya-u.ac.jp/people/ikeda/opinions/
このようにアメリカの行動に対して反論している人もいるが、日本に入ってくる情報はアメリカからの主観的な情報で内容が分からなかったのも事実である。またこのようなアメリカの姿勢を批判できない日本の態度とお金（税金）がアメリカの姿勢を変化させられない理由ではないのだろうか。アメリカが経済制裁を解かない限りイラクに平和も訪れないし、もしかしたらまた同じような過ちを犯すかもしれない。

（4） 自分の主観として
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テレビを見たり、インターネットを使ったりして調べる前までは「アメリカがやったことが正しい」と思い込んでいた。このように自分の考えを曲げてさえしまうのがマスコミというものである。しかし、マスコミではある一方に片寄ってしまう可能性があるので困る所でもある。このように通してみてきたイラクの経済制裁についてだが、アメリカの意見の情報が検索できなかったことが心残りである。「イラクのしてきたことが悪い」とはイラクの人は言わないし、逆もまた叱りである。だが、「ここら辺でアメリカもイラクの経済制裁を解いてあげた方がいいよ」と思う。さっきも書いたことだが、アメリカが今している経済制裁は虐殺と同じ事だと思う。アメリカが経済制裁を解かないと「孤立したアメリカ」になってしまうだろう（日本政府はコバンザメのようについていくかもしれないが）。このままでは世界の認めない「世界の警察」である。これではあまりにもお粗末すぎるし、第三次世界大戦に突入するという可能性も考えられる（これは考え過ぎか？）。湾岸戦争を起こしたのがアメリカと書いてあったときには驚かされたが、これからは会議や交渉だけで話をうまく進めてもらいたいものである。そして日本政府には「戦争にお金をかけるのではなく、復旧の方にお金を（税金を）」といい

たい。

上の写真はＣＩＡのやらせだそうです。

